
宅地被害宅地被害

（株）千代田コンサルタント　東京支店（株）千代田コンサルタント　東京支店

橋本　隆雄橋本　隆雄



宅地被害の概要宅地被害の概要

•• 輪島市門前町輪島市門前町

　・道下（とうげ）　・道下（とうげ）

　・総持寺周辺　・総持寺周辺

　（清水、舘、門前、広瀬、日　（清水、舘、門前、広瀬、日
野尾）野尾）

　・鹿磯　・鹿磯

　　　　宅地自然斜面の地滑り　　　　宅地自然斜面の地滑り

　・黒島町　・黒島町

•• 穴水町穴水町

・大町、川島・大町、川島

　　　　　　老人福祉施設の盛土　　老人福祉施設の盛土
法面の崩壊法面の崩壊

•• 七尾市七尾市

•• 輪島市内輪島市内



門前門前町道下（とうげ）町道下（とうげ）



過去と現在の過去と現在の1/25,000
の地形図の比較

平成１３年

昭和４２年

平成２年



過去と現在の航空写真の比較過去と現在の航空写真の比較

昭和４２年 現在



過去と現在の航空写真の重ね図過去と現在の航空写真の重ね図

 



昭和昭和4242年の航空写真と現在の地形図年の航空写真と現在の地形図



現場打ちＬ型擁壁：コーナー部現場打ちＬ型擁壁：コーナー部
（コーナー部に目地を施工しているため）（コーナー部に目地を施工しているため）



現場打ちＬ型擁壁：コーナー部現場打ちＬ型擁壁：コーナー部
（擁壁の施工不良、老朽化）（擁壁の施工不良、老朽化）



現場打ちＬ型擁壁：横クラック現場打ちＬ型擁壁：横クラック
（施工目地でのクラックの発生）（施工目地でのクラックの発生）



建物基礎コンクリート：コーナー部建物基礎コンクリート：コーナー部
コンクリート断面の不足コンクリート断面の不足



ブロック塀の倒壊ブロック塀の倒壊



建物基礎部コンクリートの破壊建物基礎部コンクリートの破壊



建物基礎の崩壊建物基礎の崩壊
（基礎の部分の木材が腐っているため）（基礎の部分の木材が腐っているため）



建築基礎の崩壊建築基礎の崩壊
（コンクリートブロックのズレ）（コンクリートブロックのズレ）



液状化による合併浄化層の隆起液状化による合併浄化層の隆起



宅地地盤の隆起宅地地盤の隆起



宅地地盤の隆起宅地地盤の隆起
（地下水位が高いために液状化）（地下水位が高いために液状化）



宅地地盤の隆起宅地地盤の隆起
（地下水位が高いために液状化）（地下水位が高いために液状化）



宅地地盤の隆起宅地地盤の隆起
（地下水位が高いために液状化）（地下水位が高いために液状化）



建物基礎の縦クラック建物基礎の縦クラック
（玉石・排水溝・自然石の部分で発生）（玉石・排水溝・自然石の部分で発生）



建物被害建物被害



木造建物の詳細破壊パターン（岡田・高井モデル）木造建物の詳細破壊パターン（岡田・高井モデル）



鉄筋コンクリート造建築の破壊パターン（岡田・高井モデル）鉄筋コンクリート造建築の破壊パターン（岡田・高井モデル）



昭和昭和4242年の航空写真と建物被害年の航空写真と建物被害



基礎被害基礎被害



地盤変状地盤変状



建築年数建築年数



全体全体



昭和昭和4242年の航空写真と被害要因年の航空写真と被害要因



門前町鹿磯港門前町鹿磯港



鹿磯港：ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＬ型・石積擁壁被害鹿磯港：ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＬ型・石積擁壁被害



門前町菅原神社：宅地斜面被害門前町菅原神社：宅地斜面被害



門前町菅原神社：宅地斜面被害門前町菅原神社：宅地斜面被害
フリーフレーム枠のずれフリーフレーム枠のずれ



門前町菅原神社：宅地斜面被害門前町菅原神社：宅地斜面被害
地滑り地滑り



アンカー工の頭部の抜け出しアンカー工の頭部の抜け出し



門前町総持寺門前町総持寺



過去と現在の過去と現在の1/25,000
の地形図の比較

平成13年

昭和62年

昭和42年



過去と現在の航空写真の比較過去と現在の航空写真の比較

昭和４２年 現在





昭和昭和4242年の航空写真と現在の地形図年の航空写真と現在の地形図



地盤変状による建物被害地盤変状による建物被害



ブロック塀の倒壊ブロック塀の倒壊



石積擁壁の建物基礎の崩壊石積擁壁の建物基礎の崩壊



門前町役場門前町役場
建物基礎部の沈下・貯水槽の浮上建物基礎部の沈下・貯水槽の浮上



神社の斜面のクラック・擁壁の崩壊神社の斜面のクラック・擁壁の崩壊



明敬寺：急傾斜地部擁壁のクラック明敬寺：急傾斜地部擁壁のクラック



門前町役場の沈下・擁壁の崩壊門前町役場の沈下・擁壁の崩壊



門前門前町役場町役場
LL型擁壁コーナー部目次のクラック型擁壁コーナー部目次のクラック



建物被害建物被害



基礎被害基礎被害



地盤変状地盤変状



建築年数建築年数



全部全部



昭和昭和4242年の航空写真と年の航空写真と建築年数建築年数



昭和昭和4242年の航空写真と建物被害年の航空写真と建物被害



昭和昭和4242年の航空写真と被害要因年の航空写真と被害要因



穴水町穴水町
（（東京電機大学安田先生＋国土交通省三輪氏提供）東京電機大学安田先生＋国土交通省三輪氏提供）



穴水町老人ホーム盛土の穴水町老人ホーム盛土の崩壊崩壊



穴水町老人ホーム盛土の穴水町老人ホーム盛土の崩壊崩壊



16.7m

約
40m

2m

3
6
m

断面

平面

注：正式に測量した訳ではないので、寸法は概略の値である。
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穴水老人ホーム
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10.6kp(横田料金所)

能登有料道路で崩壊した盛土の粒径加積曲線



平成8年 昭和30年

穴水の崩壊地点の平成8年と昭和30年の1/50,000の地形図



•穴水の老人ホームで崩壊した箇所は、狭い谷に盛土
をした箇所である。小さな谷に埋めた盛土が、幅約
36mで長さ約40mほどすべっていた。崩壊土量は500ｍ
３程度と推定される。
•すべった先端は盛り上がっていた。また、下端付近
では水がしみ出していた。この箇所から採取した盛
土は粒径加積曲線に示すように細粒分を50％程度含
んでおり含水比は32%と高かった。この土は能登有料
道路の越の原地区で崩壊した道路盛土とほぼ同じも
のと思われた。



七尾市七尾市



和倉港公園：宅地地盤の液状化によ和倉港公園：宅地地盤の液状化によ
る宅地地盤の沈下る宅地地盤の沈下



七尾市多田屋七尾市多田屋
護岸変状による宅地地盤の沈下護岸変状による宅地地盤の沈下



七尾市多田屋七尾市多田屋
護岸変状による宅地地盤の沈下護岸変状による宅地地盤の沈下



七尾市田鶴浜旧町役場七尾市田鶴浜旧町役場
宅地地盤の沈下宅地地盤の沈下



田鶴浜保育園：液状化による地盤沈下田鶴浜保育園：液状化による地盤沈下



七尾市能登食祭市場：液状化による七尾市能登食祭市場：液状化による
宅地地盤の沈下宅地地盤の沈下



志賀町関野鼻：宅地斜面の崩壊志賀町関野鼻：宅地斜面の崩壊



まとめ：宅地擁壁の被害まとめ：宅地擁壁の被害

•• 擁壁が建物の近傍にあり、擁壁の変状が直接の基礎被害に擁壁が建物の近傍にあり、擁壁の変状が直接の基礎被害に
繋がっている。繋がっている。

•• コンクリート擁壁に老朽化により地震以前に耐久性が劣ってコンクリート擁壁に老朽化により地震以前に耐久性が劣って
いる。いる。

•• コーナー部に目地を設けているために、建物荷重をコーナー部に目地を設けているために、建物荷重をににより目より目
地が開き傾斜に至っている。地が開き傾斜に至っている。

•• 施工の打ち継ぎ目に横クラックが入っている。施工の打ち継ぎ目に横クラックが入っている。

•• 空石積みは、非常のもろく建物の基礎の倒壊の原因になっ空石積みは、非常のもろく建物の基礎の倒壊の原因になっ
ている。ている。

•• 練り石積みは、縦クラック・はらみ程度に留まっているが、補練り石積みは、縦クラック・はらみ程度に留まっているが、補
修・補強をしないと倒壊の恐れがある。修・補強をしないと倒壊の恐れがある。



まとめ：宅地地盤の被害まとめ：宅地地盤の被害
•• 建物の被害は、広範であるが被害集中箇所がいく建物の被害は、広範であるが被害集中箇所がいく
つか見られる。つか見られる。

•• 建築年代が建築年代が3030年以上の木造建物が大半を占め、被年以上の木造建物が大半を占め、被
害が大きくなっている。建築年数害が大きくなっている。建築年数1010年～年～3030年、年、1010年年
以下のものは、被害が極端に少ない。以下のものは、被害が極端に少ない。

•• 建物の基礎被害が非常に多い。その原因として液建物の基礎被害が非常に多い。その原因として液
状化による路面・土間等のクラック、陥没、沈下、さ状化による路面・土間等のクラック、陥没、沈下、さ
らに隆起等地盤変状が生じている。特に、建物の被らに隆起等地盤変状が生じている。特に、建物の被
害は、非液状化層に薄く地下水位が高い隆起部で害は、非液状化層に薄く地下水位が高い隆起部で
倒壊に至っている。倒壊に至っている。

•• 今後、地盤調査を行い、被害と地盤状況との対比を今後、地盤調査を行い、被害と地盤状況との対比を
行い原因の特定をする予定である。行い原因の特定をする予定である。



まとめ：宅地斜面の被害まとめ：宅地斜面の被害

•• 建物の裏や基礎を支える斜面の被害が多い。建物の裏や基礎を支える斜面の被害が多い。

•• 急傾斜指定をしている箇所でもフリ－フレームの変急傾斜指定をしている箇所でもフリ－フレームの変
状が目立っている。基盤が風化して表面だけの保状が目立っている。基盤が風化して表面だけの保
護工となっているために、基盤が滑っている。護工となっているために、基盤が滑っている。

•• アンカー工の頭部が、２箇所破断している。端部でアンカー工の頭部が、２箇所破断している。端部で
あるので大きな影響がないが、新しいものであるのあるので大きな影響がないが、新しいものであるの
で、今後の検討が必要である。で、今後の検討が必要である。

•• 盛土斜面で大規模の崩壊盛土斜面で大規模の崩壊



宅地被災宅地危険度判定について宅地被災宅地危険度判定について

•• これまでに鳥取県西部地震から新潟県中越地震にこれまでに鳥取県西部地震から新潟県中越地震に
至るまで、被災宅地危険度判定士が危険度を判定至るまで、被災宅地危険度判定士が危険度を判定
している。しかし、石川県では、平成している。しかし、石川県では、平成1818年４月時点で年４月時点で
全国で全国で15,45015,450人の判定士に対して９人（人の判定士に対して９人（0.060.06％）の％）の
判定士しかいない。判定士しかいない。

•• 宅地被害は多数に上るにもかかわらず、宅地判定宅地被害は多数に上るにもかかわらず、宅地判定
が行われないと、現在の被害状況が把握できず、が行われないと、現在の被害状況が把握できず、
今後の復旧対策が適切に住民に伝えることが不可今後の復旧対策が適切に住民に伝えることが不可
能になる。能になる。

•• 早急の宅地判定を他県の援助を受けて行うべきで早急の宅地判定を他県の援助を受けて行うべきで
ある。ある。


